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生涯学習推進懇話会資料（抜粋）
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富山大学地域連携推進機構生涯学習部門平成 24年度事業 
  ① 公開講座 幅広い年代の一般市民を対象に、多様なテーマと形態で数多くの講座を開催している。本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに、体系性のある独自のカリキュラムを開発・提供することにより、地域社会の教育文化の向上に資することを目的としている。  ② オープン・クラス(公開授業)   各学部及び教養教育が開設している授業を一般市民にも公開し、生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに、生涯学習の機会を広く地域住民に提供し、本学と地域社会との連携を深めている。  ③ 高大連携   覚書に基づき、富山県立小杉高等学校の生徒を本学の正規授業へ受入れている。修了した生徒には高等学校から単位が認定されるなど地域の教育機関との連携を深めている。  ④ サテライト公開講座   一般市民を対象に富山駅前 CiC にて、８学部の教員がそれぞれ講師を担当し、年８回の無料講座を開催している。  ⑤ まちなかセミナー 北陸にある国立大学４校が連携して行う。自大学の教員をコーディネーターとし、他大学の教員を講師に迎え、一般市民を対象としてセミナーを開催している。  ⑥ その他 ・コラボフェスタ 2012 2012 年 9月 24 日（水）、富山大学五福キャンパス内においてコラボフェスタ 2012 を開催した。 文部科学省高等教育局長 板東久美子氏による「地域再生の核となる大学づくり」というテーマで、COC（Center of Community）構想の推進について基調講演を行った。これに続き，公開シンポジウム「地域活性化の拠点となる大学の在り方」をテーマにパネラーを招き，活発な意見交換が行われた。 ポスター展示で生涯学習部門は、「高等教育を地域に広く開放するために 」をテーマに取り組み事例を紹介し、参加者との意見交換を行った。  ・ 講師等紹介   学外からの講演会・研修会等のための講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介をおこなっている。講師の選定とともに、企画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力している。 
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富山大学公開講座規則 
平成17年10月１日制定 
平成20年４月１日改正 
平成20年７月22日改正 
平成24年11月13日改正 
 
（趣旨） 
第１条 この規則は，国立大学法人富山大学学則第92条第２項の規定に基づき，富山大学
（以下「本学」という。）が開設する公開講座に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（目的） 
第２条 公開講座は，本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに，体系性の
ある独自のカリキュラムを開発・提供することにより，地域社会の教育文化の向上に資
することを目的とする。 
（開設） 
第３条 公開講座は，国立大学法人富山大学地域連携推進機構生涯学習部門（以下「生涯
学習部門」という。）が企画及び立案し，その実施にあたる。 
（講師） 
第４条 公開講座の講師は，本学の教員とし，学長が命ずる。ただし，必要がある場合は，
学外の学識経験者を講師として委嘱することができる。 
（修了） 
第５条 公開講座において，所定の課程を修了した者には，修了証書を授与する。 
（講習料） 
第６条 公開講座の講習料は，受講申請を受理するときに徴収し，既納の講習料は，還付
しない。ただし，本学側の事由により講座を中止した場合は，その限りでない。 
２ 講習料の額は，富山大学における授業料その他の費用に関する規則に定める額とする。 
（事務） 
第７条 公開講座に関する事務は，研究振興部社会貢献グループ，医薬系事務部研究協力
グループ及び芸術文化系支援グループにおいて処理する。 
附 則 
この規則は，平成17年 10月 1日から施行する。 
附 則 
この規則は，平成20年４月 1日から施行する。 
   附 則 
この規則は，平成20年７月 22日から施行する。 
   附 則 
この規則は，平成24年 12月１日から施行する。 
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時　　　間 受　講　料
　　　　　　　　　　　   5時間以下 　　５，３００円
　5時間超え～10時間以下 　　６，３００
10時間超え～15時間以下 　　７，３００
15時間超え～20時間以下 　　８，３００
20時間超え～25時間以下 　　９，３００
25時間超え～30時間以下 　１０，３００
30時間超え～35時間以下 　１１，３００
35時間超え～40時間以下 　１２，３００
40時間超え～45時間以下 　１３，３００
45時間超え～50時間以下 　１４，３００
　　　（以下略）
　公　開　講　座　受　講　料　
富山大学における授業料その他の費用に関する規則(抜粋)
－ 101 －
めやす
入　門 これから会話をはじめる方。語学から長い間離れており，話すことも聴くことも自信がない方。
初　級 ゆっくり話せば簡単な会話が理解できる方。基本的な文法や，簡単な作文ができる方。
中　級 通常会話であれば要点を理解し，応答にもそれほど不自由しない方。表現力の不足があっても自己の意見を伝える語彙を備えている方。
上　級 聴くことも話すこともナチュラルスピードで対応でき，ディスカッションに参加できる力がある方。
外国語の公開講座 コースレベル選択の目安
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富山大学公開授業規則 
平成17年10月 1日制定 
平成20年４月 1日改正 
平成20年７月22日改正 
平成24年10月１日改正 
 
（趣旨） 
第１条 この規則は，富山大学（以下「本学」という。）が開講する公開授業（以下「オー
プン・クラス」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（目的） 
第２条 オープン・クラスは，生涯学習に対する社会的要請に応えるという観点から，本
学が開講する授業を公開し，生涯学習の機会を広く地域住民に提供するとともに，本学
と地域社会との連携を深めることを目的とする。 
（実施形態） 
第３条 オープン・クラスは，本学が教育上の目的を達成するため体系的に編成した教育
課程を構成する授業科目を公開して実施する。 
（受講生及び受講資格） 
第４条 オープン・クラスの受講生は，富山大学オープン・クラス受講生募集要項（以下
「募集要項」という。）により受講届を提出し受講を登録した者とする。 
２ オープン・クラスの受講資格は，高等学校卒業若しくはこれと同等の学力があると認
められる者とする。 
（公開授業科目等） 
第５条 本学が開講する授業科目のうち，本学学生に対する教育上の目的を達成する必要
性から，公開することがふさわしくないとみなされるものは，公開の対象としない。 
２ オープン・クラスの受講生には，単位の認定は行わない。 
（受講料等） 
第６条 オープン・クラスの受講料は，受講届を受理するときに徴収し，既納の受講料は
還付しない。ただし，本学側の事由により開講を中止した場合は，その限りでない。 
２ オープン・クラスの受講料の額は，富山大学における授業料その他の費用に関する規
則に定める額とする。 
（受講生の義務） 
第７条 オープン・クラスの受講生は，受講に当たり本学が行う教育及び研究に支障を来
たさないよう努めるとともに，本学関係者の指示に従わなければならない。 
（受講の停止） 
第８条 オープン・クラスの受講生が，前条の義務に違反し，本学の秩序を乱し，又は受
講生としてふさわしくない言動等があった場合は，受講を停止することができる。 
２ 前項による受講停止の場合であっても，既納の受講料は還付しない。 
（オープン・クラスの実施企画等） 
第９条 オープン・クラスの実施計画等は，国立大学法人富山大学地域連携推進機構生涯
学習部門（以下「生涯学習部門」という。）が行う。 
 （事務） 
第 10条 オープン・クラスに関する事務は，研究振興部社会貢献グループ，医薬系事務部
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研究協力グループ及び芸術文化系支援グループにおいて処理する。 
（雑則） 
第 11条 生涯学習部門は，各キャンパス関係委員会と密接に連携するものとする。 
２ この規則に定めるもののほか，オープン・クラスの実施に関し必要な事項は，別に定
める。 
 
附 則 
この規則は，平成17年10月1日から施行する。 
附 則 
この規則は，平成20年４月1日から施行する。 
  附 則 
この規則は，平成20年７月22日から施行する。 
  附 則 
この規則は，平成24年10月１日から施行する。 
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平成25年2月4日現在
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1425.5（37.5） 1434（58） 1,003 885（ ）内は、中止講座の講座数、時間数、募集人員数
富山大学公開講座実施状況一覧
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平成24年度公開講座一覧 平成25年2月4日現在◆五福キャンパス
計 男 女
1 勾玉について知り、勾玉を作ってみよう 高橋　浩二 4/9～4/23 4.5 市民一般（小・中学生も可） 15 5 1 4 5
2 『古今和歌集』を読みながら、変体仮名に親しもう 樋野　幸男 4/20～8/3 10 市民一般 10 14 5 9 10
3 心理学への招待（前篇） 黒川　光流 4/21～7/14 16 高校生以上の市民一般 50 30 9 21 23
4 ドイツ歌曲を歌おう！－ロマン派を中心に(その１) 海老原　直邦 4/28～8/4 16 市民一般 30 30 4 26 26
5 古注釈で読む『猿蓑』の俳句 二村　文人 5/7～6/11 9 市民一般 25 2 0 2 2
6 中国語　つぎへの一歩 楊　峰 5/7～8/6 26 市民一般で、中国語の入門をひととおり終えられた方 16 9 7 2 9
7 心理学への招待（後篇） 黒川　光流 10/13～1/12 16 高校生以上の市民一般 50 19 8 11 14
8 ドイツ歌曲を歌おう！－ロマン派を中心に(その２) 海老原　直邦 10/6～12/22 16 市民一般 30 27 4 23 23
9 ドイツ語講座中級Ⅰ ウォルフガング・ツォウベク 10/18～12/6 12 市民一般 10 7 3 4 7
10 家庭菜園を楽しもう 高橋　満彦 4/5～10/25 30 家庭菜園初心者（もしくは基本的な栽培技術を習得したいと考えている方） 15 16 8 8 16 受講希望者42名
11 とやま学－近世富山の史料を読む(前期) 深井　甚三 4/16～7/30 13.5 市民一般 15 12 9 3 12
12 原発震災を二度と繰り返さない道 林　衛 4/21～7/14 10.5 市民一般 40 20 9 11 16
13 学ぶって楽しい！ぼくらの課外授業(３) 水内　豊和 5/11～7/20 8 富山県在住の知的障害者(18歳以上)で６つすべての条件を満たす者 8名 5 3 2 5
14 平成２４年度ムーブメント遊びを通して学ぶソーシャルスキル教室 阿部　美穂子 6/17～11/18 10 年長～小学2年生までの子ども保護者 12組 16 6 10 16
15 ジョイジョイクラブで遊ぼう、話そう。障害のあるお子さんのきょうだいの育ちをサポートする家族セミナー 阿部　美穂子 6/30～12/1 11.5 障害のあるお子さん（年齢不問）と、そのきょうだい（小・中学生のみ）と保護者 20組 7 2 5 7
16 ゴルフ（初級者）コース 西川　友之 8/6～8/31 15 市民一般 20 6 4 2 6
17 近世ヨーロッパ社会と音楽文化 石井　哲夫 9/1～10/6 10 市民一般 40 中止
18 ヨーロッパの食文化を“味わう”part.2 徳橋　曜 10/11～11/15 14 市民一般 12 11 2 9 8
19 とやま学－近世富山の史料を読む(後期) 深井　甚三 10/15～1/28 13.5 市民一般 13 中止
20 大人のための小学校のものづくり 隅　敦 10/23～12/18 16
油絵や彫刻までは自信が持てないけれど、絵を描いたり、ものをつくったりすることに興味をもっていらっしゃる社会人の方。小学生の子どもさんのいらっしゃる父母や祖父母の方も含む
20 2 1 1 2
21 iPadで広がるあなたのITライフ 上山　輝 11/15～12/8 9 市民一般（パソコン初級者） 15 16 8 8 15
22 親子スキー教室 堀田　朋基 1/26～1/27 15 親子ただし、子どものスキーレベルが未経験者から初心者 20組 6 4 2 6
経済学部 1講座 23 実技でひろげる数理の世界 横山　一憲 4/24～6/26 7.5 市民一般 15 6 3 3 6
24 山歩きの楽しみ 増田　恭次郎 8/9～8/11 15 市民一般（但し、岩場や雪渓のある８〜９時間の行程なので、体力に地自信のある方） 15 10 5 5 10
25 豊かな生活を支える現代化学 野崎　浩一 10/20～10/27 7.5 市民一般 16 7 6 1 7
極東地域研究
センター 1講座 26 新聞報道で読む東アジア 森川　裕二 5/14～7/2 12 市民一般 20 6 4 2 6
27 人を惹きつける驚異のプレゼンテーション技法 高井　正三 5/10～5/18 14 実務でプレゼンテーションを使い，改善したいと考えている教員・専門職の方 10 5 2 3 2
修了者数 備考
9講座
人　文　学　部
人　間　発　達　科　学　部
理学部 2講座
部局 実施責任者 受講者数
13講座
開設期間 開設時間 受講対象 募集人数講座数 講　　座　　名
平成 24 講座一覧
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28 はじめてのワープロ＆表計算ソフト－Windows7でWord&Excel2010を利用してみよう－（前期） 上木　佐季子 5/14～6/12 15 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 15 14 5 9 12
29 ゼロから始める楽しいプログラミング入門～JavaScript編～ 高井　正三 6/14～6/22 14 市民一般の方で、初めてプログラミングを経験して、楽しみたい方 10 9 5 4 7
30 eBook（電子書籍）の作り方・出版の仕方 高井　正三 7/5～7/13 14 e-Book（電子書籍）に作りを目指したい教員または専門職の方 10 4 2 2 4
31 シニアからのICT社会の楽しみ方 高井　正三 10/4～11/2 15 60歳以上70歳未満のシニアの方で、ICTに興味のある方 10 8 4 4 7
32 はじめてのワープロ＆表計算ソフト－Windows7でWord&Excel2010を利用してみよう－（後期） 上木　佐季子 10/15～11/13 15 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 15 13 4 9 12
33 東日本大震災緊急サポートから－今、必要な発達支援を考える 西村　優紀美 6/2～6/9 10 富山市民 20 16 7 9 16
34 発達障害児・者とその家族を地域で支える 西村　優紀美 11/10～11/17 11 富山県内在住の市民 30 14 2 12 14
35 入門ピラティス　＃3　（日中クラス） キタノ　アスカ 4/5～8/2 13.5
健康に関心と興味を持っている市民一般。平成２２〜２３年度前期に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。日中のクラスか夜のクラスのいずれか一方をお選びください。（ただし、妊婦の方はご遠慮下さい。体に都合がある方は、前もって医師に相談してください。）
6 6 0 6 5
36 入門ピラティス　＃3　（夜のクラス） キタノ　アスカ 4/5～8/2 13.5
健康に関心と興味を持っている市民一般。平成２２〜２３年度前期に実施した当該講座に参加した方の受講も可能です。日中のクラスか夜のクラスのいずれか一方をお選びください。（ただし、妊婦の方はご遠慮下さい。体に都合がある方は、前もって医師に相談してください。）
6 6 0 6 6
37 マリ・クリスティーヌと異文化の旅　PartⅡ　－小泉八雲をテーマにして－ マリ・クリスティーヌ 4/10～5/22 10.5 市民一般 30 22 7 15 19
38 簡単な英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ　＃３　（日中クラス） キタノ　アスカ 4/12～7/26 12 中級レベル以上の市民一般 6 8 2 6 8
39 レベルアップしよう！英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ　＃３（夜のクラス） キタノ　アスカ 4/12～7/26 12
中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、TVのニュース、本、DVD、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。）
6 5 3 2 5
40 県認定「とやま食の匠・伝承の匠」に学ぶ「富山伝承料理の会」 藤田　公仁子 4/14～11/17 15 市民一般 20 24 1 23 19
41 愛を語るフランス文学３（フランス映画を楽しむ） 清水　まさ志 5/2～7/18 18
フランス文学に限らず文学・文化一般に興味のある方。テキストを購読しますのでフランス語の初級文法を修了された方が望ましいですが、単に購読だけではないので、フランス語力に自信のない方でも内容に関心のある方なら歓迎いたします。
15 8 2 6 5
42 アンニョンハセヨ　韓国語初級１ 天坂　仁美 5/7～8/6 26 市民一般 10 16 4 12 11
43 アンニョンハセヨ　韓国語中級１ 天坂　仁美 5/8～8/7 26 市民一般 10 12 2 10 12
44 中国語入門(前期) 陶　琳 5/9～8/1 26 市民一般 16 15 7 8 11
45 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ１ 天坂　仁美 5/9～8/8 26 市民一般 10 10 2 8 9
46 中国語初級会話(前期) 陶　琳 5/10～8/2 26 市民一般 16 16 10 6 12
47 初級フランス語１ 清水　まさ志 5/12～7/28 22
前年度入門フランス語フランス文化２を修了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。
20 14 2 12 13
48 中級フランス語１（「コンヴェルサシヨンエ　グランメール」クラス） 清水　まさ志 5/12～7/28 22 前年度初級フランス語４を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 20 12 1 11 9
49 中級フランス語３（「イニシアル」クラス） 清水　まさ志 5/12～7/28 22 前年度中級フランス語２を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方 20 12 3 9 12
50 アンニョンハセヨ　韓国語入門１ 天坂　仁美 5/12～8/11 26 市民一般 10 16 4 12 13
51 中国語講座（会話中心の中級クラス）（前期） 任　建宏 5/12～9/1 26 市民一般 15 12 7 5 9
総合情報基盤センター
6講座
保健管理
センター 2講座
生　涯
学
習
部
門
32講座
－ 107 －
52 スローフードから学ぶ　～伝えたい母の味・先人の知恵～ 藤田　公仁子 5/13～7/22 16 市民一般 20 13 1 12 12
53 レベルアップしよう！特別英語コンバセーションカフェ　＃３　〜「食」について〜（夜のクラス） キタノ　アスカ 8/23～9/27 9
中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、TVのニュース、本、DVD、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。）
6 4 2 2 4
54 初級フランス語２ 清水　まさ志 9/29～1/12 22 前期初級フランス語１を修了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。 20 16 4 12 14
55 中級フランス語２（「コンヴェルサシヨンエ　グランメール」クラス） 清水　まさ志 9/29～1/12 22 前期中級フランス語１を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 20 12 3 9 9
56 中級フランス語４（「イニシアル」クラス） 清水　まさ志 9/29～1/12 22 前期中級フランス語３を修了された方。またはどこかで初級程度のフランス語（複合過去まで）を学習された経験がある方。 20 12 3 9 12
57 アンニョンハセヨ　韓国語初級２ 仲嶺　政光 10/1～1/28 26 市民一般 10 8 1 7 6
58 アンニョンハセヨ　韓国語中級２ 仲嶺　政光 10/2～1/29 26 市民一般 10 12 2 10 12
59 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ２ 仲嶺　政光 10/3～1/30 26 市民一般 10 8 2 6 5
60 愛を語るフランス文学４（フランスオペラを楽しむ） 清水　まさ志 10/3～12/19 18
フランス文学に限らず文学・文化一般に興味のある方。テキストを購読しますのでフランス語の初級文法を修了された方が望ましいですが、単に購読だけではないので、フランス語力に自信のない方でも内容に関心のある方なら歓迎いたします。
15 6 0 6 5
61 中国語入門(後期) 陶　琳 10/3～1/16 26 市民一般 16 4 3 1 3
62 中国語初級会話(後期) 陶　琳 10/4～1/17 26 市民一般 16 14 7 7 11
63 アンニョンハセヨ　韓国語入門２ 仲嶺　政光 10/13～2/2 26 市民一般 10 9 2 7 9
64 中国語講座（会話中心の中級クラス）（後期） 任　建宏 10/13～2/16 26 市民一般 15 12 7 5 実施中
65 ホームページをつくろう！ 仲嶺　政光 10/16～10/30 7.5 これからホームページをつくってみようという方 3 3 2 1 3 受講希望者20名
66 日本の文化・和菓子の魅力を探る 藤田　公仁子 10/21～12/2 14 市民一般 30 19 3 16 19
計 66講座 1106.5 1129 738 245 493 633
生　涯
学
習
部
門
－ 108 －
◆高岡キャンパス
計 男 女
67 塑造人体ヌード制作 後藤　敏伸 4/11～7/25 30 市民一般及び学生 8 12 5 7 12
68 医療従事者のための入門中国語 山田　眞一 4/12～7/26 22.5 医療従事者　市民一般 20 2 2 2
69 漆と親しむ–気軽に使える片口の制作 小川　太郎 4/17～6/8 21 市民一般 10 15 5 10 15
70 楽しい初級英会話 渡辺　康洋 4/24～7/3 12 中学３年生以上 8 12 3 9 11
71 精密鋳造技法で作る小物 清水　克郎 8/5～9/9 28 中学生以上 7 8 4 4 7
72 テラコッタ頭像制作 後藤　敏伸 10/4～11/22 16 市民一般及び学生 12 17 6 11 17
73 テンペラ画 安達　博文 10/4～12/17 60 市民一般 15 11 4 7 10
74 やさしい英会話　～入門・海外旅行で使える英語～ 渡辺　康洋 10/9～12/18 12 中学３年生以上 10 13 5 8 12
75 ボンジュール初級フランス語１ 清水　まさ志 5/7～7/30 18
前年度入門フランス語フランス文化２を終了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。
20 13 1 12 10
76 ボンジュール初級フランス語２ 清水　まさ志 10/1～12/17 16.5 前期初期フランス語１を終了された方。初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。またフランスの文化に関心がある方。 20 7 7 6
計 10講座 236 130 110 33 77 102
◆杉谷キャンパス
計 男 女
77 最新の心肺蘇生法を学ぼう 奥寺　敬 7/21 6 心肺蘇生に関心のある市民一般 30 6 3 3 6
78 保健師・訪問看護師のためのケーススタディ～あなたの看護実践を“ことば”にしよう！～ 田村　須賀子 9/8～2/18 14 保健師、訪問看護師 5 中止
79 退職後も自分らしい生活をするために今から始めるケアウィル講座 藤森　潤子 10/5～11/30 15 ５５歳以上で退職を境にした前後５年以内の男性 20 17 17 0 15
80 再生医学について考えてみよう 二階堂　敏雄 10/13～10/13 4 中学生、高校生および再生医学に興味をお持ちの市民一般 30 38 8 30 35
81 楽しい薬用植物の育て方・殖やし方　中級編 黒崎　文也 4/21～10/27 12 植物の栽培に興味のある方 15 18 12 6 18
82 未来の薬剤師大集合!!!（小学生低学年編） 藤　秀人 10/13～10/20 6 小学生低学年（１年生から２年生）保護者同伴可 10 16 4 12 16
83 未来の薬剤師大集合!!!（小学生高学年編） 藤　秀人 10/13～10/20 6 小学生高学年（５年生から６年生）保護者同伴可 10 12 4 8 12
84 未来の薬剤師大集合!!!（小学生中学年編） 藤　秀人 10/14～10/21 6 小学生中学年（３年生から４年生）保護者同伴可 10 10 2 8 10
85 未来の薬剤師大集合!!!（中学生編） 藤　秀人 10/14～10/21 6 中学生　保護者同伴可 15 9 1 8 9
和漢医薬学総合
研究所 1講座 86 富山のやくぜん　基礎から学んで日常に採り入れよう！理論から施膳まで 小松　かつ子 10/9～11/6 8 市民一般 30 29 8 21 29
計 10講座 83 175 155 59 96 150
◆３キャンパス合計
計 1425.5 1434 1,003 337 666 885
修了者数講座数 備考開設期間
生涯学習部門
開設時間 受講対象 募集人数部局
備考部局 講座数 開設期間 開設時間 受講対象講　　座　　名 実施責任者
芸　術　文　化　学　部
8講座
募集人数 修了者数
薬学部
4講座医学部
2講座
受講者数
受講者数
86講座
5講座
実施責任者講　　座　　名
－ 109 －
－ 110 －
－ 111 －
オープン・クラス受講状況（学部別受講者数の年度別推移）
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計41 27 68 58 33 91 49 38 87 47 31 7868 64 132 54 64 118 42 55 97 47 62 1096 5 11 7 7 14 18 10 28 19 17 3612 7 19 7 6 13 11 13 24 11 7 1814 12 26 14 7 21 8 13 21 6 6 122 2 3 4 7 5 6 11 4 2 626 26 35 35 25 13 38 35 3523 23 67 67 0 017 14 31 8 27 35 13 6 19 4 8 121 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 01 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0211 129 340 254 148 402 171 155 326 173 133 306
人間発達科学部（教育）
＊2 企業技術者を対象とした修士課程の専門教育科目（スーパーエンジニア養成コース）。
大学院経済学研究科　*1大学院理工学教育部　*2芸術文化学部教養教育(杉谷)
理学部工学部
薬学部 合　　計
経済学部
＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。
期 H21 H22 H23 H24
医学部
教養教育(五福)人文学部
オープン・クラス受講状況(学部別受講者数の年度別推移)
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薬学部医学部教養教育(杉谷)芸術文化学部大学院理工学教育部　*2大学院経済学研究科　*1工学部理学部経済学部人間発達科学部（教育）人文学部教養教育(五福)
－ 112 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者計 受入可能人数教養 5 日本国憲法 伊藤 嘉規 1 5教養 7 経営資源のとらえ方 内田 康郎 2 5教養 8 西洋の歴史と社会 漆間　真由美 1 5教養 11 音楽 大谷　多賀子 1 5教養 12 地域の経済と社会・文化 大西　宏治 4 10教養 16 物理の世界 兼村 晋哉 1 10教養 18 日本の歴史と社会 熊谷　隆之 2 5教養 20 生命の世界 黒澤 信幸 1 5教養 22 総合科目特殊講義「万葉学」 坂本 信幸 4 10教養 23 音楽 坂本 麻実子 1 若干名教養 28 コロキアム（世界の映画） 末岡 宏 3 20教養 31 現代社会論 竹内　潔 1 10教養 37 市民生活と法 立石 孝夫 1 10教養 38 英語Ｂ(3) 大工原　ちなみ 3 3教養 39 西洋の歴史と社会 徳橋 曜 2 5教養 41 経済生活と法 中出 孝典 1 5教養 42 哲学のすすめ 永井 龍男 1 5教養 50 経済・経営データを読む 古田 俊吉 1 5教養 54 こころの科学 村上 宣寛 1 3教養 55 地球と環境 森　英利 4 10教養 56 環日本海 森岡 裕 1 10教養 57 市民生活と法 森嶋 秀紀 1 5教養 66 人間と倫理 岡村　信孝 3 ５名程度教養 67 フランス語B(３) 近藤　壽良 5 10教養 68 美術 隅　敦 1人文 5 人間学演習I 岡村　信孝 1 2
人文 6 倫理思想
田畑　真美岡村　信孝松﨑　一平 1 5
人文 7 東洋思想史
田畑　真美末岡　宏鈴木　信昭 5 5人文 8 人間学演習I 田畑　真美 3 3人文 10 音声学I 安藤　智子 1 3人文 13 日本史特殊講義 鈴木　景二 1 5人文 14 日本史概説Ⅱ 熊谷　隆之 2 5人文 22 比較文化講読 金子　幸代 1 若干名人文 24 日本文化講読 立川　健治 1 3人文 27 日本文学特殊講義 二村　文人 1 5人文 28 朝鮮言語文化講読 和田　とも美 1 3人文 30 朝鮮語コミュニケーション（会話） 宋　有宰 2 5人文 35 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 2 5人文 36 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 4 5人文 39 アメリカ文学史 大工原　ちなみ 1 3人文 40 英米言語文化講読II 大工原　ちなみ 2 3人文 41 英語コミュニケーション（会話）I キタノ　アスカ 1 4～5人文 44 ドイツ文学史 宮内　伸子 1 5人文 48 ドイツ語コミュニケーション（会話）I（１） ヴォルフガング　ツォウベク 2 2人文 49 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング　ツォウベク 1 2人文 52 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング　ツォウベク 1 2人文 53 ドイツ語コミュニケーション（会話）I（２） ヴォルフガング　ツォウベク 2 2人文 54 ロシア語学概論 中澤　敦夫 1 5人文 56 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 4 5人文 57 実践ロシア語演習Ⅱ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 2制限なし人文 58 実践ロシア語演習I カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 1制限なし人文 61 ロシア文化論 カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 1制限なし人文 62 古文書学実習 熊谷　隆之 1 若干名人間 14心理学 小林　真 3 5人間 15知的障害児の教育Ⅱ 阿部　美穂子 1 3人間 20 社会福祉概論Ⅱ 志賀　文哉 1 10人間 40睡眠学 神川　康子 5 5
平成24年度前学期　　オープン・クラス受講科目別集計
－ 113 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者計 受入可能人数人間 45住環境論 秋月　有紀 1 3人間 46栄養学 藤本　孝子 1 3人間 47 国際政治学 佐藤　幸男 5 3人間 48家族関係学 神川　康子 2 3経済 9 日本産業論 松井　隆幸 1 5
経済 15 コーポレート・ファイナンス 鈴木　基史森口　毅彦 1 5経済 23 現代経済入門 青地　正史 1 5経済 27私法概論 香川　　崇 2 5経済 29 経営経済の基礎数学Ⅰ 横山　一憲 1 5経済 32外国書講読Ⅰ 新里　泰孝 2 2経済 33 現代経済入門 小倉　利丸 1 若干名経済 38 物流システム論 李　　瑞雪 1 5経済 44 経済学入門 大坂　　洋 1 5理 10複素解析学序論 濱名　正道 1 若干名理 35基礎有機化学 樋口　弘行 1 5理 45基礎植物形態学 唐原　一郎 1 5理 50植物分類学 岩坪　美兼 1 10理 53分子生物学 若杉　達也 1 5
理 55 地球科学概論Ⅰ
松浦　知徳楠本　成寿石崎　泰男 1 若干名工 5通信方式 坂上　岩太 1 5工 20電気数学２ 藤井　雅文 1 5工 21線形代数 山下　正人 1 5工 67電磁気学 川原　茂敬 1 5芸術文化 6 地域と文化 島添　貴美子 1 若干名芸術文化 8 ブランドデザイン 竹村　譲 1 10
芸術文化 34 工芸制作入門 清水　克朗渡邉　雅志 2 若干名大学院(経済) 1第4回MBA講座「円高デフレ下の企業価値創造戦略」～M＆A戦略を中心に～ 鈴木　基史 35 100173合　　　　　計
－ 114 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官
受講者
計
受入可
能人数
教養 1 国家と市民 秋葉 悦子 1 10
教養 3 こころの科学 石津 憲一郎 2 若干名
教養 8 日本文学 呉羽 長 1 5
教養 10 日本文学 金子　幸代 1 若干名
教養 11 外国文学 吉田　泉 1 5
教養 12 音楽 大谷　多賀子 1 5
教養 14 日本国憲法 栗田　佳泰 1 10
教養 15 日本国憲法 彼谷　環 1 5
教養 18 市民生活と法 福井　修 6 20
教養 21 地球と環境 大藤　茂 2 若干名
教養 26 コンピュータの話 中島 一樹 1 5
教養 36 ドイツ語Ｂ(4) ヴォルフガング ツォウベク 1 3
教養 37 フランス語Ｂ(4) 近藤 壽良 4 10
教養 39 中国語Ｂ(4) 楊　峰 3 5
教養 46 健康・スポーツ論 堀田　朋基 1 若干名
教養 47 言語表現 佐山 三千雄 1 10
教養 48 言語表現 坂 幸夫 1 3
教養 51 職業と人生（地域と人間） 松井 隆幸 1 5
教養 52 哲学のすすめ 市村 俊信 1 制限なし
人文 2 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 3 5
人文 6 中国語コミュニケーション（会話） 夏　嵐 4 5
人文 10 日本の社会と文化 立川　健治 2 10
人文 12 ロシア文化特殊講義 青木　恭子 2 5
人文 16 中国文化講読 末岡　宏 1 5
人文 17 東洋史概説Ⅱ 澤田　稔 4 5
人文 19 ロシア言語文化講読Ⅰ 中澤　敦夫 1 5
人文 22 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅰ（１） ヴォルフガング ツォウベク 2 3
人文 23 朝鮮語コミュニケーション（作文） 和田　とも美 1 3
人文 24 日本文化演習 立川　健治 1 5
人文 25 英語コミュニケーション（作文）Ⅰ キタノ　アスカ 2 5～6
人文 27 比較文化概論 金子　幸代 1 3
人文 29 宗教思想 松崎　一平 1 制限なし
人文 30 日本史概説Ⅰ 鈴木　景二 1 5
人文 32 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 2 3
人文 33 日本文学特殊講義 呉羽　長 2 5
人文 35 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 3 3
人文 47 英米言語文化演習Ⅰ 恒川　正巳 3 2
人文 48 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 4 5
人文 49 実践ロシア語演習Ⅱ カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 3 5
人文 50 比較文化演習 金子　幸代 1 2
人文 55 人間学演習Ⅰ 岡村　信孝 1 2
人文 60 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅰ（２） ヴォルフガング ツォウベク 1 3
人文 61 言語学特殊講義E 樋野　幸男 2 5
人文 63 ロシア文化論 カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 1 5
人文 68 生涯学習概論 藤田　公仁子 1 10
人文 71 朝鮮語コミュニケーション（会話） 宋　有宰 2 3
人文 72 日本文学特殊講義 二村　文人 1 5
人文 73 日本史特殊講義 熊谷　隆之 4 5
人文 75 古文書学実習 熊谷　隆之 2 5
人文 79 日本文学特殊講義 坂本　信幸　他 3 10
人間 4 臨床心理学 石津　憲一郎 3 3
人間 9 認知心理学 小川　亮 2 3
人間 10 地域交流活動論 隅　敦 1 5
人間 20 幼児理解と相談支援 小林　真 3 5
人間 26 解剖学 布村　忠弘 1 5
人間 30 スポーツ栄養学 澤　聡美 2 5
人間 46 人間安全保障論 佐藤　幸男 2 5
人間 51 環境コミュニケーション論 林　衛 1 3
人間 57 基本プログラミング 竹村　哲 1 3
人間 61 情報教育概論 山西　潤一 1 3
経済 1 私法概論 香川 崇 1 5
平成24年度後学期　　オープン・クラス受講科目別集計
－ 115 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官
受講者
計
受入可
能人数
経済 4 債権法II(各論) 橋口 賢一 1 5
経済 5 地域経済論 小柳津 英知 1 5
経済 6 金融論II 山田　潤司 1 10
経済 16 貿易論 岸本 壽生 1 10
経済 18 証券市場論 本間 哲志 1 20
経済 24 税法 伊藤 嘉規 1 5
理 7 複素解析学Ⅰ 阿部　幸隆 1 若干名
理 32 化学概論Ⅱ 林　直人 1 5名程度
理 47 動物生理学 菊川　茂 1 若干名
理 48 植物生理学 唐原　一郎 2 5
理 58 構造地質学 竹内　章 1 若干名
工 33 通信システム 菊島　浩二 1 5
工 39 流体力学 川口 清司 1 5
芸術文化 6 デザイン史 大熊　敏之 2 5
芸術文化 9 インテリア家具構法 丸谷　芳正 1 若干名
芸術文化 10 音楽文化論 島添　貴美子 1 若干名
芸術文化 20 中国の言語と文化 山田　眞一 2 若干名
芸術文化 23 彫刻実習B(塑像） 江藤　望 2 若干名
133合　　　　　計
－ 116 －
－ 117 －
－ 118 －
－ 119 －
 
●オープンサロン地図   
  生涯学習部門 ２階 
                          
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お問合せ先】 富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 
(社会貢献グループ地域連携チーム) 
 
TEL:076-445-6956  FAX:076-445-6033 
Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
HP: http://www.life.u-toyama.ac.jp/ 
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富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業 
 
 １、概要 本学と小杉高等学校との高大連携事業の一環として、「富山大学と小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書」に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラスとして開講している授業に小杉高等学校からの生徒を受け入れている。  修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 
 ２、平成２４年度受講状況  (１)開講曜日・時間：前学期月曜日・５限 
(２)受講科目・受講者数 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 日本の歴史と社会 鈴木 景二(人文学部) 2 2 
2 美術 大熊 敏之(芸術文化学部) 2 2 
合計 4 4 
 過去受講者数 ・２１年度  ６科目 １１名     ・２２年度  ４科目  ８名   ・２３年度  ６科目 １２名   ・２４年度  ２科目  ４名 
 
 ３、事後研修・発表会 日   時：平成２４年 ９月１０日（月）１５時４０分～ 場   所：小杉高等学校会議室 プログラム：１５：４０～１５：４５開会の挨拶（米谷校長）  １５：４５～１６：０４発表（富山大学受講生徒）  １６：０５～１６：１５講評（富山大学竹内生涯学習部門長） 
 
－ 121 －
回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1  5月19日(土) 大学院医学薬学研究部(薬学) 安東　嗣修 どうしても止めたい「かゆみ」。でも「かゆみ」ってどうやって起こるの？ 145
2  6月 9日(土) 人文学部 齊藤　大紀 リルを探してくれないか―戦後日本の中国像について 80
3  7月21日(土) 芸術文化学部 渡辺　康洋 世界遺産を旅する 113
4  9月 8日(土) 人間発達科学部 坂本　麻実子 井上ひさしと音楽と音楽劇 48
5 10月13日(土) 附属病院 中川　肇 電子カルテとは？電子カルテの目指すところは？ 55
6 12月 8日(土) 大学院理工学研究部(工学) 西村　克彦 放射線を検出するということ 45
7 平成25年 2月16日(土) 経済学部 坂　幸夫 中国技能実習生の日本での生活と東日本大震災　-中国へ帰った人と日本に残った人- 実施前
8  3月 9日(土) 大学院理工学研究部(理学) 松島　房和 電波天文学を実験室でささえる。星間空間にある分子の話。 実施前
受講者数合計 486
平均受講者数 81
平成２４年度サテライト公開講座実施結果（平成25年2月1日現在）場所：CiCビル3階　　時間：１４：００～１５：３０
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－ 123 －
－ 124 －
平成２４年度 北陸４大学連携まちなかセミナー実施状況 
 （富山大学） 
日  時 平成２４年１０月２０日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 富山駅前ＣｉＣビル３Ｆ学習室（富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 放射線を知る－正しく恐れ、賢く使うために 
講 演 １ 「低線量被ばくを考える－福島第一原発事故を受けて－」 松本 英樹（福井大学高エネルギー医学研究センター 准教授）    
講 演 ２ 「福島第一原発事故－健康被害は起こるの？」 絹谷 清剛（金沢大学医薬保健研究域医学系 教授）   
コーディネーター  近藤 隆（富山大学大学院医学薬学研究部 教授） 
受講者数 ６５名（講師・関係者含む） 
 （北陸先端科学技術大学院大学） 
日  時 平成２４年１０月２７日（土）１４：００～１６：００ 
会  場 金沢歌劇座 第６会議室（金沢市下本多町 6－27） 
テ ー マ 長寿を目指す健康づくり 
講 演 １ 「漢方を長寿に生かす」 嶋田 豊 氏（富山大学大学院医学薬学研究部 教授） 
講 演 ２ 「健康状態を創る」 稲垣 美智子 氏（金沢大学医薬保健研究域保健学系 教授） 
コーディネーター 稲本 康 氏 （北陸先端科学技術大学院大学産学官連携総合推進センター 教授） 
受講者数  １６名（講師・関係者含む） 
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 （金沢大学） 
日  時 平成２４年１１月１７日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 金沢大学サテライト・プラザ （金沢市西町 3番丁 16番地 金沢市西町教育研修館内） 
テ ー マ 毎日の暮らしの中で健康を創ろう 
講 演 １ 「若者の貧血について」 森川 浩子（福井大学医学部看護学科 講師）   
講 演 ２ 「ライフスタイルと健康」 中林 美奈子（富山大学大学院医学薬学研究部 准教授）  
講 演 ３ 「肌の健康とスキンケア」 須釜 淳子（金沢大学医薬保健研究域保健学系 教授） 
コーディネーター 大竹 茂樹（金沢大学医薬保健研究域保健学系 教授） 
受講者数 ２１名（講師・関係者含む） 
 （福井大学） 
日  時 平成２４年１１月１８日（日）  １４：００～１６：３０ 
会  場 福井大学アカデミーホール（福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 快適な睡眠と音楽のある暮らし 
講 演 １ 「睡眠習慣の改善による心身の健康と学力の向上」 神川 康子（富山大学人間発達科学部 教授） 
講 演 ２ 「音楽の楽しみ方いろいろ」 篠原 秀夫（金沢大学人間社会研究域学校教育系 教授） 
コーディネーター 野嶋 慎二（福井大学大学院工学研究科 教授） 
受講者数 ４７名（講師・関係者含む） 
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テーマ：放射線を知る-正しく恐れ、賢く使うために-　　開催日：平成２４年１０月２０日（土）
１-①②.　性別・年齢は？
男性 男性 男性 男性女性 女性 女性 女性不明 不明 不明 不明合計 合計 合計 合計0 00
北陸4大学連携まちなかセミナー　アンケート集計[富山大学]
0 30～39歳 40～49歳
0501
00 23100
20歳未満 20～29歳
0
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20
20歳未満20～29歳30～39歳40～49歳50～59歳60～69歳70歳以上年齢不明
年齢別 × 性別
男女性別不明
58%37%
5%
男女性別不明
性別
男性 男性 男性 男性 男性女性 女性 女性 女性 女性不明 不明 不明 不明 不明合計 合計 合計 合計 合計１-③.　居住地は？
２.　北陸4大学連携まちなかセミナーに以前参加されたことはありますか？
41
5
02
39
0
0 5 19
00111010
50～59歳 60～69歳 70歳以上 年代不明 合計24152
石川県福井県
41
1535
富山県
その他の地域 0無回答
39, 95%
0, 0%2, 5% 0% 0, 0%居住地 富山
石川
福井
その他の地域無回答
1
20
2
18
0 5 10 15 20 25
無回答
初めて
1回受講
2回以上
受講回数
無回答初めて1回受講2回以上
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３-①.　このセミナーを，何でお知りになりましたか？　【複数回答可】
その他の内訳；講師から（1）・ツイッター（１）
３-②.　「チラシ」「ポスター」を見た場所は?【複数回答可】「チラシ」「ポスター」を見た場所① 7 ⑤ 5② 3 ⑥ 8③ 3 ⑦ 1④ 4
３―③.　このセミナーに参加された目的は? 【複数回答可】
サテライト公開講座
文化施設
ポスター 新聞2友人
大学
20職場からのすすめ
CiC3階
1
その他
チラシ
ＨＰ
職業に活かすため
2知人のすすめ
6 2
図書館
教養を高めるため
DM
4
1 興味･関心があるから
その他
32
テレビ･ラジオ 学校 職場0 0 1
余暇の有効活用 6
25 2
0510
152025
30 知ったきっかけ
３－④.　このセミナーについてどのような印象をお持ちになりましたか？説明や解説はわかりやすかった
28あまりそう思わない
無回答39そう思う 少しそう思う思わない01
010
2030
40 参加の目的
68%
22%
3%
説明・解説のわかりやすさ
そう思う少しそう思うあまりそう思わないそう思わない無回答
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資料・映像はわかりやすかった
講演のレベルは適切だった
4無回答
1
26 10
0
少しそう思う
思わない
少しそう思う
思わない
27
そう思う
67そう思うあまりそう思わない
あまりそう思わない1 0
無回答
66%
17%
2%
資料・映像のわかりやすさ
そう思う少しそう思うあまりそう思わない思わない無回答
3%
10%
講演レベル
講演を受けて満足している
5あまりそう思わない 思わない0
そう思う 少しそう思う
0
29 7 無回答
63%
24%
そう思う少しそう思うあまりそう思わない思わない無回答
71%
17%
0% 12%
講演満足度
そう思う少しそう思うあまりそう思わない思わない無回答
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⑤講演内容又は資料についてご意見がありましたらご記入下さい。
⑥放射線に対する認識は変わりましたか？変わった 変わらない27 10
○バイスタンダー応答は、自分の身近でも反応を現しており、又、自分の体内でも現象を起こしている事を、私は理解致しました。広島投下はウランであり、長崎投下はプルトニウムである事も、今日わかりました。○短時間で盛り沢山、お気の毒でした。○０でなくても大丈夫と知ってよかったです。○とても盛りだくさんな内容すぎて早口になっているのがおしかった。○難しい問題をわかりやすく「安心」であると説明され、いいきられた勇気、科学力に感謝します。ありがとうございました。がんばってください。○大変分かりやすい資料と講演内容であり、自分の知識の誤りに気付き、自分なりに世間に惑わされずに学んでいく機会にしたい。ありがとうございました。○もっと時間が必要だと感じました。○大変分かりやすく解説いただきありがとうございました。○カラーでわかりやすかった。○量子の世界に地球国民は未来への入口に入る科学との共同生活に入りました。遅すぎました。もっとこのような回数を増やして知識を国民、市民に教えるためこの機会を増やしてください。質問時間を多く設けるように開講して下さい。○富山での課題についての話が知りたかった。がれきって安心なんでしょうか？昆布、わかめにセシウムとかベクレルあるんじゃないですか。わかめとか昆布とかそんなに毎日たくさんはとってないと思いますよ。食物そのものに残る線量が内部被ばくにつながるのではないかと心配です。○私たちにでも少し理解できるお話でとてもためになりました。
無回答4
４.　今後，希望するテーマや関心のある分野がありましたらご記入ください
５.　その他，ご自由にご意見･ご感想お書きください
○今後も何回かこの様なお話を聞けば、少しずつ理解できるようになると思います。○オール電化生活による電磁波の影響は？○今後もこの種の講演を継続してほしい(基礎的な一般的なこと)○タイムリーなテーマは、とてもよい企画だと思う。人文系、理工系、医薬系などの各分野をうまくまぜて講演していただければと思います。○興味があり、生存していたら出席します。○富山県内の薬品関連産業の概要。
○松本先生の講演：ご活動に深く敬意を表します。マスメディアと視聴者の知識と価値観の違いもあり、正確に伝わらないとのご指摘に感心しました。絹谷先生の講演：基本的に余り心配しなくても良いとのお話であったと受け取りました。広くこのような講演を繰り返し実施して下さいますようお願いします。○大変有意義な話ありがとうございました。○質問の内容をきいていて、自分の信じたいことだけしかききたくない、という人が多いんだなぁと感じました。科学的にものを考えるのはむずかしいんだな、と思います。○意外とおもしろかった。○被災地の子供には、放射線被害がほとんど出ていない事は、本当によかったと思います。○１, 保育所3校、小学校3校、連続6回。私は保健所でレントゲン撮影。保育園から、小学校から、保健所に歩いていく道が長あく感じられた。なんとなく、放射能にとっつかまる気がしていたのである。２, 昔ながらの農法が否定されたというか、困難になった地域があり、フクシマ直後、日曜大工の店のコメリ、ムサシホームセンターから腐葉土・培養土が消え------日本の農業はどうなるのだろうかと思ったことでした(現在は販売復活)。
アンケート回答数 4159アンケート配布数
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実　施　日 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成24年10月21日（日） 鈴木 景二(富山大学人文学部) 越と王朝文化 66
2 平成24年10月28日(日) 吉田　泉(高岡法科大) 川端康成－『掌の小説』の美と怪奇 78
3 平成24年11月4日(日) 村井 文夫（富山大学人文学部） 「ヘルン文庫」と『夏の日の夢』 64
4 平成24年11月18日(日) 金子 幸代(富山大学人文学部） 森鴎外『舞姫』と現代日本 65
5 平成24年11月25日(日) 大西　紀夫(富山短期大学) 越中の近代の俳句－蕉風の流れ－ 57
330合        計
平成24年度高志の国文学館 文学講座　実施結果
－ 131 －
－ 132 －
－ 133 －
－ 134 －
－ 135 －
－ 136 －
－ 137 －
－ 138 －
－ 139 －
第１１期経営者大学＜カリキュラム＞    日時・講師 テーマ・学ぶポイント  第  １  講 
９月  ８日(土)  
講師 岸本寿生氏 富山大学 経済学部 教授 副学部長   
「グローバル競争の変容と国際ビジネス」 リーマンショック、ギリシャショックなど先進国経済の不調、他方新興国企業の台頭など、グローバル競争環境が大きく変わってきていることは自明なことです。しかし、その変化をどのように捉え、理解し、次のビジネス展開につなげていくことは容易なことではありません。 本講義では、国際ビジネスの変容を解説して、今後のビジネス戦略を考える上でのヒントを見つける場を提供したいと思います。 
 第  ２  講  
９月１５日(土) 
講師 小助川貞次 氏 富山大学 人文学部 教授 ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰ ﾄｾﾝﾀｰ 副ｾﾝﾀｰ長 
「現代の若者達の思考と行動」  大人達は若者達に対して、必ずといっていいほど「今の若い連中は」という言い方をしますが、考えてみると私達自身もかつては同じように言われていたはずです。そうであれば、現代の若者達の思考と行動を理解するには、この世代差を私達の経験に照らして読み替えれば済むようにも思われます。しかし、本当にそうなのでしょうか。近年の社会的変化はあまりにも急激で、容易には理解できない複雑さを増加させています。   例えば、最近の大学入試制度は担当者さえ十分に把握しきれないような複雑な選抜方法がとられ、一体どのような学生が入学してくるのか予測もつきませんし、彼らに対する入学後の追跡調査も行われていません。そのような中で、（高校から大学への）進路選択のミスマッチによって学習意欲を喪失してしまう学生や、環境面・精神面で問題を抱えて通学・出席できない学生も多く見られます。もちろん、大学はそのための様々な支援策・支援組織を用意していますが、そのような支援が強化されればされるほど、それでは大学とは一体なんのために存在するのかという根源的な疑問にぶつかってしまいます。   本講義では、このような現代の若者達が置かれている現代社会・大学社会を理解した上で、講者がこれまで携わってきたインターンシップを中心とするキャリア教育、初年次向けの基礎教育、学部の専門教育等を通して得られた大学生の思考と行動についての知見を材料としながら、大人社会が現代の若者達を理解する道を受講者とともに模索したいと思います。 
 第  ３  講 
９月 ２９日
(土） 講師 黒川光流氏  富山大学 人文学部 准教授 
「チームワークとリーダーシップ」 近年，組織を取り巻く環境は大きく変化し，組織には，部署や役職を超えた，迅速かつ柔軟な対応が強く求められるようになってきました。 そのような中で，組織の成果や効果性を規定する要因として，チームワークに注目が集まっています。チームワークの良さが組織の成果を支えることは実感として理解できるでしょうが，チームワークが意味することは，これまで必ずしも明確ではありませんでした。 そこで，チームワークが意味することを心理学的観点から整理し，チームワークを引き出し，支えるリーダーシップについて考えます。   
 第  ４  講  
10月１３日(土) 
講師 内田康郎 氏 
富山大学 経済学部 教授 
「顧客満足を高めるための顧客価値」  第4講のキーワードは「顧客満足」です。あらためて言うまでなく、企業には顧客が存在します。そして、その顧客の満足度を高めることは極めて重要であるという認識は共通して多くの経営者が持っています。 ところが、この顧客満足について、自社にとって都合良く解釈してしまい、実は真の意味での顧客満足からは離れてしまっている、なんてことも少なくありません。そこで、今回は「真の意味での顧客満足」について、「顧客価値」という考え方に基づきながら皆さんと学習していきたいと思います。 
 第  ５  講 
10月２０日(土) 
講師 内田康郎 氏 富山大学 経済学部 教授 
「収益化に結びつけるためのビジネスモデル」 第5講は「ビジネスモデル」について学んでいきたいと思っています。このビジネスモデル。日常的によく使う言葉ではありますが、具体的に説明するとなると言葉に表すには結構難しい概念です。ですが、実はとても大切で、高収益企業をよく調べてみるときちんとビジネスモデルができていることがわかります。では、ビジネスモデルとは何でしょう？それは講義の中で明らかにします。お楽しみに！！ 
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No.
依頼
者
企画
名等
開催
日紹
介者
　　　
氏名
所属
学部
1北
日本
新聞
いこい
会
講演
会
H24.
7.11
呉人
　惠
人文
学部
2立
山町
教育
委員
会
町民
カレッ
ジ閉
会式
　修了
記念
講演
H25.
1～2
神川
　康子
人間
発達
科学
部
3北
陸銀
行　北
親会
講演
会
Ｈ24.
7～8
北島
　勲
附属
病院
4北
陸先
端科
学技
術大
学院
大学
平成
24年
度北
陸4大
学連
携ま
ちなか
セミナ
ー
H24.
10.27
嶋田
　豊
医学
部
5県
民カレ
ッジ　
新川
地区
センタ
ー
講演
会
竹内
　章
理学
部
6魚
津市
行政
改革
推進
委員
会の
委員
（委員
長）の
派遣
Ｈ24.
8～Ｈ
25.3
中村
　和之
経済
学部
7とな
み政
経懇
話会
(事務
局・北
日本
新聞
社砺
波支
社内
)
となみ
政経
塾　第
16回
例会
H24.
5.10
金　奉
吉
経済
学部
8とな
み政
経懇
話会
(事務
局・北
日本
新聞
社砺
波支
社内
)
となみ
政経
塾　第
17回
例会
H24.
6.5岩
田　真
一郎
経済
学部
9とな
み政
経懇
話会
(事務
局・北
日本
新聞
社砺
波支
社内
)
となみ
政経
塾　第
18回
例会
H24.
7.10
渡辺
　康洋
芸術
文化
学部
10と
なみ
政経
懇話
会
(事務
局・北
日本
新聞
社砺
波支
社内
)
となみ
政経
塾　第
19回
例会
H24.
9.26
小柳
津　英
和
経済
学部
11と
なみ
政経
懇話
会
(事務
局・北
日本
新聞
社砺
波支
社内
)
となみ
政経
塾　第
20回
例会
H24.
10.15
内田
　康郎
経済
学部
12と
なみ
政経
懇話
会
(事務
局・北
日本
新聞
社砺
波支
社内
)
となみ
政経
塾　第
21回
例会
H24.
11.12
今村
　弘子
極東
地域
研究
センタ
ー
13高
志の
国文
学館
(富山
県)
高志
の国
文学
館文
学講
座
H24.
10.21
鈴木
　景二
人文
学部
14高
志の
国文
学館
(富山
県)
高志
の国
文学
館文
学講
座
H24.
.11.4
村井
　文夫
人文
学部
15高
志の
国文
学館
(富山
県)
高志
の国
文学
館文
学講
座
H24.
11.18
金子
　幸代
人文
学部
16富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
4回
Ｈ24.
7.23
Ｈ24.
7.25
戸邉
　一之
附属
病院
17富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
5回
Ｈ24.
8.27 Ｈ24.
9.7杉
山　敏
郎
附属
病院
18富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
6回
H24.
9.3林
　篤志
医学
部
19富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
7回
H24.
9.13
柳沢
　秀一
郎
附属
病院
20富
山県
社会
福祉
協議
会
富山
県い
きいき
長寿
センタ
ー
平成
24年
度富
山県
いきい
き長寿
大学
すこや
か生
活講
座　第
8回
Ｈ24.
11.2
Ｈ24.
11.13
鈴木
　道雄
医学
部
21富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第1
講
H24.
9.8岸
本　寿
生
経済
学部
22富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第2
講
H24.
9.15
小助
川　貞
次
人文
学部
キャリ
アサ
ポー
トセン
ター
23富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第3
講
H24.
9.29
黒川
　光流
人文
学部
24富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第4
講
H24.
10.13
内田
　康郎
経済
学部
25富
山県
中小
企業
家同
友会
共育
委員
会
経営
者大
学第
１１期
　第5
講
H24.
10.20
内田
　康郎
経済
学部
26魚
津市
環境
フェス
ティバ
ル講
演会
H24.
9.28
和田
　直也
極東
地域
研究
センタ
ー
27魚
津市
環境
フェス
ティバ
ル講
演会
H24.
9.29
山崎
　裕治
理学
部
28魚
津市
環境
フェス
ティバ
ル講
演会
H24.
9.30
金岡
　省吾
地域
連携
推進
機構
29魚
津市
魚津
市生
物多
様性
地域
戦略
策定
協議
会委
員
山崎
　裕
治
理学
部
30富
山市
小学
校長
会
富山
市小
学校
長会
全体
研修
会
H24.
7.26
竹内
　章
理学
部
－ 142 －
No.
依頼
者
企画
名等
開催
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介者
　　　
氏名
所属
学部
31富
山地
方裁
判所
健康
管理
講習
会
H24.
12～
H25.
1八
塚　美
樹
医学
部
32鉄
道・運
輸機
構　Ｊ
ＲＴＴ
健康
管理
講習
会
Ｈ24.
11～
H25.
2柴原
　直利
和漢
医薬
学総
合研
究所
33富
山市
市民
学習
センタ
ー
富山
市民
大学
大熊
　敏之
芸術
文化
学部
34富
山市
市民
学習
センタ
ー
富山
市民
大学
H25.
1.28～
31ウ
ォルフ
ガング
・ツォ
ウベ
ク
人文
学部
35北
陸経
済連
合会
グロー
バル
人材
育成
シンポ
ジウム
H24.
12.5
今中
　常雄
薬学
部
36富
山県
民カレ
ッジ
ふるさ
と学習
指導
者セ
ミナー
H24.
10.7～
12.9
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
37財
団法
人富
山県
女性
財団
評議
員選
定委
員会
委員
H24.
6.12
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
38弘
前市
教育
委員
会
公民
館関
係職
員研
修会
　ワー
クショ
ップコ
ーデ
ィネー
ター
H24.
6.29
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
39金
沢大
学
社会
教育
主事
講習
H24.
7.31
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
40富
山県
教育
委員
会
社会
教育
主事
等研
修会
H24.
7.9藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
41富
山県
高等
学校
図書
館協
議会
富山
県高
等学
校図
書館
協議
会第
１学期
例会
H24.
7.13
仲嶺
　政光
地域
連携
推進
機構
42東
海北
陸公
民館
連合
会
東海
北陸
公民
館大
会富
山大
会分
科会
指導
助言
H24.
9.6～
9.7藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
43北
海道
大学
高等
教育
推進
機構
研究
員
H24.1
0.1～
H25.
3.31
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
44高
岡市
民文
化振
興事
業団
職員
採用
試験
問題
作成
及び
採点
H24.
11.20
～12
.20藤
田　公
仁子
地域
連携
推進
機構
45北
陸銀
行金
融公
金部
講師
リスト
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
46富
山地
区生
涯学
習団
体協
議会
富山
県民
生涯
学習
カレッ
ジ委
託富
山地
区教
養講
座講
師
H25.
5.17
竹内
　章
地域
連携
推進
機構
/理学
部
47津
幡町
刈安
公民
館
公民
館研
修会
講演
H25.
1.19
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
48黒
部市
黒部
市協
働の
まちづ
くり職
員研
修会
H25.
1.25
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
49黒
部市
黒部
市協
働の
まちづ
くり庁
内研
究会
H25.
2.15
藤田
　公仁
子
地域
連携
推進
機構
50朝
活富
山
ドラえ
もん学
につ
いての
講演
横山
　泰行
名誉
教授
計　　
　５０
件
生涯
学習
相談
一覧
平成
24年
2月1
日現
在
No.
相談
者
件数
1オー
プンク
ラスの
受講
生、学
生
５件
2自
治体
１件
3企
業・N
PO
３件
計　　
　９件
－ 143 －
－ 144 －
－ 145 －
